
防災用車両整備事業（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

契約書（案）

１＜件名＞

防災用車両整備事業（石油貯蔵施設立地対策等交付金）

２＜規格・形状・数量＞

●●● 乗用車・２ＷＤ／ＣＶＴ・１台

３＜契約金額 ＞

金●●●●●●●円 (内 消 費税 ● ●●●●●円 )
※ 自動 車 税等の預かり法定費用は非課税となるため、その分を差し引いた額で

消費税を算定。

※積算に含まれる費用は、「仕様書」の記載の通り。

４＜契約保証金＞

上記の事項について、 発注者 南風原町長 ●●●●（以下「甲」とい

う。）と受注者 ●●株式会社 代表取締役 ●●●●（以下「乙」とい

う。）との間に、公用車購入（乗用車）（以下「物品」という。）について次

の条項によって契約を締結し、信義に従い誠実にこれを履行するものとする。

（履行期限）

第１条 契約の履行期限は、令和９年３月 10日 （ 水 ）ま でとする。

（物品の納入）

第２条 乙は物品を納入するときは、あらかじめその旨を甲に通知し、甲の指

定した場所において納入するものとし、そのために必要な費用は乙の負担とす

る。

（物品の検査）

第３条 甲は物品の納入を受けたときは、その日から７日以内に乙立会いのも

とに検査を行うものとする。

２ 甲は検査の結果、契約内容の全部又は一部が契約に違反し又は不当である

と認めたときは、乙に対して、物品の取り替え又は補修を求めることができる。



（契約金額の支払）

第４条 乙は、前条の検査の結果に合格したときは、甲に対して契約金額の支

払いを請求する。

２ 甲は、前項の請求があったときは、その請求書を受理した日から３０日以

内に乙に支払わなければならない。

（取り替え又は補修）

第５条 納入した物品が、３ヶ年以内に甲の責めに帰すべき理由によらないで

破損し、又は故障したときは、甲は乙に対し、その取り替え又は補修を要求す

ることができる。

２ 乙は、甲から前項の要求があったときは、乙の費用で、甲の指定する期日

までに物品の取り替え又は補修をしなければならない。乙がこれを行わないと

きは、甲はこれを代行し、その費用は乙が負担する。

（納期の延期）

第６条 甲は、乙の申請により、天災地変その他乙の責に帰すべき理由によら

ないで履行期限までに物品の納入ができないと認めたときは、納期の延期をす

ることができる。

（契約の解除）

第７条 甲は、次の各号の一に該当するときは、任意にこの契約を解除するこ

とができる。この場合において解除により乙に損害があっても、甲は賠償の責

めを負わないものとする。

（１）乙が、特別の理由なく履行期限までに物品の納入を終わる見込みがない

と認めたとき。

（２）この契約について、乙又はその代理人若しくは使用人に不正の行為があ

ったとき。

（３）乙が、破産の宣告を受け、又は無能力者となり、若しくは居住不明とな

ったとき。

（付属品）

第８条 付属品として、「仕様書」に記載された装備・付属品を納品すること。



（協議）

第９条 この契約に定める事項について疑義が生じたとき、又はこの契約に定

めのない事項については、その都度甲・乙協議の上定める。

この契約の証として、本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を

保持するものとする。

令和８年●月●日

甲 住 所 沖縄県南風原町字兼城６８６番地
氏 名 南 風 原 町 長 ●●●● 印

乙 住 所 沖縄県●●●●

商 号 ●●株式会社

氏 名 代表取締役 ●●●● 印


